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セル-移 り歩 く軌道の存在が示された｡ このことは粒子の速度分布関数に高エネ/レギー
テールが生ずることを意味し,10個の粒子の分布関数について確かめられ,その最大エ
ネルギーは wt≦ 0･15`lに一致したO





広島大･理 八 幡 英 雄
二つの円筒間に粘性流体を入れ,内側円筒の回転数fllを増してゆくと,はじめは方
位角方向に一様 laminar流を生ずるが,さらに大きなfllにおいて,㊨ Taylor渦 ･㊥方
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